
 

 

 
 
 

放
送
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認
を
求
め
る
の
件
に
対
す
る
附
帯
決
議 

      

政
府
及
び
日
本
放
送
協
会
は
、
協
会
に
対
す
る
国
民
・
視
聴
者
の
信
頼
を
回
復
し
、
公
共
放
送
の
使
命
を
全
う
で
き
る
よ
う
、
次
の
事
項
の
実
現
に

努
め
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

一
、
協
会
の
経
営
は
受
信
料
に
よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
、
国
民
・
視
聴
者
の
信
頼
の
喪
失
は
公
共
放
送
の
根
幹
を
も
揺
る
が
し
か
ね
な
い
こ
と
を
職
員

一
人
ひ
と
り
が
再
認
識
し
、
公
金
意
識
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
に
努
め
、
高
い
倫
理
観
の
も
と
、
組
織
を
あ
げ
て
、
再
生
・
改
革
に
向
け
た

あ
ら
ゆ
る
方
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
そ
の
取
組
の
状
況
を
広
く
国
民
・
視
聴
者
に
説
明
し
、
信
頼
の
回
復
に
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。 

 

二
、
協
会
に
お
け
る
契
約
収
納
取
組
の
強
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
、
受
信
料
の
不
払
い
・
未
契
約
の
割
合
が
全
体
の
約
三
割
に
達
し
て
い

る
現
状
に
か
ん
が
み
、
協
会
は
、
受
信
料
の
公
平
負
担
の
確
保
に
向
け
た
検
討
を
行
い
、
国
民
・
視
聴
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
受
信
料
額
の
在

り
方
等
を
含
め
た
具
体
的
な
対
策
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
。 

 

三
、
受
信
契
約
・
受
信
料
収
納
に
係
る
経
費
の
受
信
料
収
入
に
対
す
る
比
率
が
、
い
ま
だ
に
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
契
約
収
納
業
務
の
抜
本
的

な
見
直
し
に
よ
り
、
早
急
に
効
率
化
を
進
め
る
こ
と
。 

 

四
、
経
営
委
員
会
は
、
執
行
部
か
ら
独
立
し
た
協
会
の
最
高
意
思
決
定
機
関
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
十
分
発
揮
し
、
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
自
ら
組

織
改
革
を
進
め
る
こ
と
。 

 

五
、
協
会
は
、
放
送
の
社
会
的
影
響
の
重
大
性
を
強
く
自
覚
し
、
真
実
に
基
づ
き
、
自
律
性
、
不
偏
不
党
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
豊
か
で
良
質
な

番
組
の
放
送
に
一
層
努
め
る
こ
と
。 

 

六
、
協
会
は
、
業
務
全
般
に
つ
い
て
徹
底
的
な
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
子
会
社
等
の
統
廃
合
を
含
め
た
一
層
の
合
理
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

グ
ル
ー
プ
全
体
の
業
務
の
効
率
化
・
ス
リ
ム
化
を
図
る
こ
と
。 

   
 

右
決
議
す
る
。 

平
成
十
九
年
三
月
二
十
七
日 
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